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SAVE-SP工法
（砂圧入式静的締固め工法）

施工基面下20ｍ程度 

緩い砂質地盤 

標準φ700mm φ500mm程度まで低減も可能 

対 象 地 盤

項 目 適 用 範 囲 備 考

換 算 改 良 径 

改 良 深 度 

改 良 材 

地 盤 強 度

（ 中 間 層 ）   

砂を標準とし、実績範囲の粒径加積曲線に入る材料。
および水、流動化剤、遅効性塑性化剤。

ロータリーパーカッションドリル
タイプ機の場合、40ｍ程度まで
可能

平均粒径D50≦0.5mm程度
細粒分含有率Fc≦5%程度 

貫 入  

造 成  

（超小型クローラタイプ機）N≦25程度 
（ロータリーパーカッションドリルタイプ機）N＞50の硬質層も可能 

N≦20程度。圧入圧力7MPaを設定上限値とする。 

株 式 会 社 不 動 テ ト ラ
株 式 会 社 ソ イ ル テ ク ニ カ
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改良体造成手順の概要

施工機械と流動化砂製造プラント施工機械の構成事例

　SAVE-SP 工法（砂圧入式静的締固め工法）は、専用プラントにて流動性を付与し圧送可能にした砂を製造後、ポンプ
で圧送、施工機のロッドを介して地盤内に圧入することにより、緩い砂地盤の締固めを行います。小型施工機の適用によ
り狭隘地においても施工が可能であり、斜め施工や硬質障害物層等の貫入にも対応できるため、既設構造物を対象とした
改良にも対応可能です。小型施工機の適用、無振動・低騒音で、材料には砂を用いるため、周辺環境・自然環境に優しい
画期的な地盤改良工法です。本工法の名称として用いるSAVE-SP（セーブエスピー）とは、“Silent,Advanced 
Vibration Erasing－SandPress”の略です。

小型施工機の使用により狭隘地や桟橋上から地盤の締固めが可能です。

斜め施工や硬質障害物層等の貫入にも対応できるため、既設構造物直下の施工が可能です。

無振動・低騒音工法です。
３．狭隘地や空頭制限がある環境や既設構造物直下で施工可能であることの確認

自然材料である砂を使用することで環境に優しく、原地盤となじみが良いです。4
優れた施工性・経済性を発揮できます。5

【狭隘地】 【空頭制限】 【既設構造物直下】
施工域に対し余幅1m程度、全幅
5m程度で施工可能。

ロータリーパーカッションドリルタ
イプ機で空頭制限6m程度での施工
が可能。

海岸堤防、河川堤防や建屋などの
既設構造物直下の改良が可能。傾
斜施工による改良が可能。

流動性を付与し圧送可能にした砂 流動化砂の状態変化
 

・分子間に大量の水分保持 

・摩擦なし 

・高い流動性 

・水分が絞られ密な配置に 

・流動化剤は網状で残る 

・流動化剤の網状構造消失

・摩擦完全回復 

・粒子配置は変化せず 

圧入中

流動化砂

土粒子

高分子

締まった砂

圧入前 塑性化終了

ロッド

脱水

締まった

流動化砂

周辺地盤は 

締固められる 

SAVE-SP工法

材料砂

超小型クローラタイプ機 圧力計

流動化砂圧送ポンプ
流量計

流動化砂製造プラント

バックホウ

水槽 発動発電機 分電盤

削孔

充填部

改良部

造成部

　改良体間Ｎ値の実測値と“ＳＣＰ工法の砂質土地盤に対する設計方法”による改良後Ｎ値の推定値（方法Ｃ・方法
Ｄ・κ 法による計算値）を比較し、同等程度であることを確認しました。また改良体芯Ｎ値の測定値は改良体間Ｎ値
の測定値と比較して同等以上であることを確認しました。

１．振動式ＳＣＰ工法と同等程度の液状化対策効果が得られることの確認

改良効果の比較（改良体間）
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　⊿N=(N2-N1)
　平均値：μ=5.406
　標準偏差：σ=7.803
　データ数：Ｎ=101

　施工位置からの距離３ｍで振動規制法と騒音規制法で定められている規制値を満足する振動・騒音レベルでの施
工が可能であることが確認されました。

２．低振動・低騒音であることの確認

振動・騒音の距離減衰
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SAVE-SP工法 現場（1） プラント

SAVE-SP工法 現場（1） 施工機

SAVE-SP工法 現場（2） プラント

SAVE-SP工法 現場（2） 施工機

SAVE-SP工法 現場（3） プラント

SAVE-SP工法 現場（3） 施工機

SAVE-SP工法 現場（4） プラント

SAVE-SP工法 現場（4） 施工機

振動式SCPおよびSD工法

超小型クローラタイプ機 ロータリーパーカッションドリルタイプ機

流動化砂製造プラント
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